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はじめに

２号機タービン建屋（T/B）海側周辺の下部透水層（互層部）の水質を確認した結果、8.5m盤の
観測孔ではトリチウムが検出されたが2.5m盤の観測孔では検出されなかった。

本報告では、その後のサンプリング結果などを考察した結果と今後の予定を報告する。

【凡例】
●観測井（上部透水層）
●リチャージ井（上部透水層）
●サブドレン（上部透水層）
●観測井（下部透水層）
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1-2号T/B海側の下部透水層部採水箇所（トリチウム検出朱書）

下部透水層（互層部）でトリチウムが検出された箇所

下部透水層（互層部）でトリチウムが未検出の箇所

（中粒砂岩層）

（中粒砂岩層）
（互層部）

（互層部）

粗粒・細粒砂岩層



1.下部透水層におけるサンプリング結果（再サンプリング）

トリチウムの海側の分布を確認するため、護岸エリアの下部透水層の観測井(2-4)をサンプリングし、分析結果は
ND(120)であった。

2019年1月に下部透水層（互層部）で104オーダー以上のトリチウムが検出された箇所について、再サンプリングを
実施した。

再サンプリングの結果Gi-22は、前回採水時にコンタミした可能性も考えられるが、その他に関しては、濃度は異な
るものの、前回と同程度のトリチウム等が検出されている。

観測孔のサンプリングは引き続き実施し、水質を監視していく（現状の挙動では3～4か月に1度を目安にサンプリン
グ予定）。
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【凡例】
●観測井（上部透水層）
●リチャージ井（上部透水層）
●サブドレン（上部透水層）
●観測井（下部透水層）

[下部透水層の分析結果（Bq/L)] ■：～1.0×103、■： ～1.0×104 、■： ～1.0×105 、■： ～1.0×106 
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No.2-4

1-2号T/B海側の下部透水層部採水箇所（朱書箇所）

※Ｇｏ１８は凍結によりサンプリング出来ていない。

Go14 トリチウム 全β Cs134 Cs137 Sr90

2019/1/29 1.5✕105 ND(12) ND(8.1) ND(6.8) 6.7 

2019/2/22 1.2✕105 ND(13) ND(9.3) ND(7.0) 12 

Go19 トリチウム 全β Cs134 Cs137 Sr90

2019/1/29 2.1✕105 ND(12) ND(8.3) ND(5.5) ND(2.9)

2019/2/20 1.9✕105 ND(15) ND(6.4) ND(5.9) ND(2.7)

Gi22 トリチウム 全β Cs134 Cs137 Sr90

2019/1/29 2.6✕104 17 ND(6.9) ND(12) ND(4.2)

2019/2/27 ND(110) ND(12) ND(6.5) ND(6.3) ND(2.4)

Gi18 トリチウム 全β Cs134 Cs137 Sr90

2019/1/29 7.3✕104 500 30 360 62 

2019/2/27 1.3✕105 1.8✕103 ND(7.4) ND(6.9) 1.1✕103

Gi19 トリチウム 全β Cs134 Cs137 Sr90

2019/1/29 1.2✕104 750 51 690 7.8 

2019/3/8 8.7✕104 14 ND(6.7) ND(7.2) ND(6.2)

※本資料では、以降、上部透水層を中粒砂岩層、下部透水層を
互層部として表記する

※全βは蒸発乾固試料を用いた分析結果



2.前回の互層部におけるサンプリング結果の考察

互層部のトリチウムは、建屋から遠い箇所（Go14,19)の濃度が近い箇所（Gi18,19,22）と比較して高い
事から、建屋から継続した新たな発生源では無いと考えられる。

また、トリチウムが105の観測孔（Go14,19)で、全βはNDであり、トリチウムが104の観測孔
（Gi18,19,22）では全βが検出され、組成比が異なっている。これは全βが高い個所から、地盤浸透してき
た結果では無いかと推察される。

地下水位は建屋と水位差管理を行っていることから、中粒砂岩層に残存している放射性物質が互層部に移
行したと想定される。（参考資料）
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[下部透水層の分析結果（Bq/L)][1-4号機周辺図]

1-2号
T/B

互層部
採水箇所

項目 Gi23 Go14 Gi19 Go19 Gi22 Gi18 Go13

採水日 2019/1/29 2019/1/29 2019/1/29 2019/1/29 2019/1/29 2019/1/29 2019/1/29

トリチウム
ＮＤ

(120)
1.5×105 1.2×104 2.1×105 2.6×104 7.3×104 ＮＤ

(120)

全β
ＮＤ
(12)

ＮＤ
(12)

750
ＮＤ
(12)

17 500
ＮＤ
(11)

Cs134
ＮＤ
(7.6)

ＮＤ
(8.1)

51
ＮＤ
(8.3)

ＮＤ
(6.9)

30
ＮＤ
(5.9)

Cs137
ＮＤ
(6.8)

ＮＤ
(6.8)

690
ＮＤ
(5.5)

ＮＤ
(12)

360
ＮＤ
(6.1)

Sr90
ＮＤ
(3.7)

6.7 7.8
ＮＤ
(2.9)

ＮＤ
(4.2)

62
ＮＤ
(2.7)

■：～1.0×103、■： ～1.0×104 、■： ～1.0×105 、■： ～1.0×106 
※表中赤字の井戸にて1.0×104Bq/L以上のトリチウムを検出。
※Ｇｏ１８は凍結によりサンプリング出来ていない。

提供：日本スペースイメージング（株）(C)DigitalGlobe

全βは低い 全βの検出

２号機建屋滞留水分析結果

2号R/B 【Bq/L 】

トリチウム ：1.0×106～4.4×106

Cs134 ：1.8×106～2.2×108

Cs137 ：3.2×107～2.6×109

Sr90 ：1.9×107～1.7×108

2号T/B 【Bq/L 】

トリチウム ：1.0×106

Cs134 ：2.6×106

Cs137 ：3.4×107

Sr90 ：1.5×107

2019/3採水



海側遮水壁先行掘削
（参考資料）
による影響で互層部低下
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3. 2.5m盤での中粒砂岩層と互層部の地下水位・水頭の経時変化

C-1
C-3

C-2
C-4

水ガラスによる影響で
中粒砂岩部上昇

WP稼働による中粒砂岩低下

海側遮水壁得閉合
（中粒砂岩、互層部上昇）

海側遮水壁閉合による水位・水頭上昇は中粒砂岩層と同じく、互層部にも確認され、閉合後は中粒砂岩層の水位の方
が低い状態で推移している。

至近１年では、地下水ドレンの汲み上げによる中粒砂岩層の水位低下等に伴い、互層部の水頭も低下している状況が
確認される。（中粒砂岩層の水位の方が低い状態で連動して挙動している。）

互層部の地下水は、海側で中粒砂岩層側へ湧出し、地下水ドレンで汲み上げていると考えられる。

▼

▼ 採水日（2-4)

▼▼▼▼▼▼▼▼▼ ▼ ▼ ▼

▼

地下水ドレンくみ上げ
水位の低下など

陸側遮水壁フェーズ１



まとめ
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サンプリング結果から、互層部でトリチウムが検出された要因としては、建屋か
らの継続した漏えいなど新たな事象では無いと考えられる。

中粒砂岩層は建屋水位と水位管理と行っていることから、中粒砂岩層中に残存し
ている放射性物質が互層部に移行したと想定される。

海側遮水壁閉合後の現時点においては、2.5m盤においては、中粒砂岩層の水位の
方が互層部より低い状態で推移しており、地下水の挙動から互層部の地下水は地
下水ドレンで汲み上げていると推定される。

互層部については、地下水ドレンと合わせて今後も水質の監視を継続する。
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過去に建屋近傍において互層部をサンプリングした結果を下表に示す。

【参考】建屋近傍における互層部の既往サンプリング結果（トリチウム）

採水日
Go14
（Fz-5）

Go13
（H25J④）

2014/4/29 － ＮＤ
(110)

2014/5/29 3.1×103 －

2014/6/4 4.7×103 －

2014/8/5 － ＮＤ
(110)

2014/9/2 1.3×103 －

2014/11/11 － ＮＤ
(110)

2015/3/11 － ND
(110)

2015/6/9 － ND
(97)

2019/1/29 1.5×105 ND
(120)

2019/2/22 1.2×105 －

[Bq/L]
採水日 No.2-4

2014/5/29 ND
(110)

2014/8/19 ND
(120)

2014/8/26 ND
(110)

2014/9/12 ND
(120)

2014/10/17 ND
(110)

2014/11/12 ND
(110)

2015/12/11 ND
(110)

2015/1/19 ND
(120)

2015/2/10 ND
(110)

2015/3/12 ND
(120)

2015/6/8 ND
(93)

2015/10/7 ND
(110)

2016/2/25 ND
(110)

2019/2/13 ND
(120)

採水日
Gi16

(H25J⑦)

2014/5/9 130

2014/6/10 ND
(120)

2014/7/29 150

2014/11/10 ND
(110)

2015/3/10 ND
(110)

2015/6/10 ND
(100)

■：～1.0×103、■： ～1.0×104 、■： ～1.0×105 、■： ～1.0×106 

【凡例】
●観測井（上部透水層）
●リチャージ井（上部透水層）
●サブドレン（上部透水層）
●観測井（下部透水層）

今年度データ

Gi16

No.2-4

Go13
Go14

#1T/B #2T/B #3T/B #4T/B

4号T/B海側に関しても
追加のサンプリングを行う
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【参考】海側遮水壁工事先行掘削内容について

150mmの攪拌土砂範囲が
残存している。



8

【参考】陸側遮水壁外側（海側）の中粒砂岩層、互層部及び粗粒・細粒砂岩層水位・水頭の経時変化

Co-17(中粒砂岩層）
Go-17（互層部）
So-7（粗粒・細粒砂岩層）

陸側遮水外側（海側）の中粒砂岩・互層部及び互層部より深部の粗粒・細粒砂岩層の水位・水頭の経時変化を示す。

粗粒・細粒砂岩層の水頭は中粒砂岩層、互層部の水位・水頭よりも高い状態で推移しており、今後もこの状態である
ことを確認していく。

陸側遮水壁フェーズ１

Co-12(中粒砂岩層）
Go-13（互層部）
So-8（粗粒・細粒砂岩層）



2.5ｍ盤同様に海側遮水壁閉合後は、中粒砂岩層の水位の方が互層部より低い状態で推移していたが、
SDの水位低下、陸側遮水壁の閉合に伴い、中粒砂岩層の水位と互層部の水頭が低下しながら近接して
きている。

互層部の水頭が中粒砂岩層の水位に近接している状況では、降雨時に中粒砂岩層の水位の方が高く
なっている状況が確認され、その際に中粒砂岩層から互層部への地下水の流れが発生している可能性
がある。

9

【参考】8.5m盤での中粒砂岩層と互層部の地下水位・水頭の経時変化

SD稼働・海側遮水壁閉合

凍土フェーズ1

Go13（H25J④）

Gi16(H25J⑦）
SD27 SD59

H25J⑤DW3
SD9 SD20

凍土外側で
水頭上昇により計測中止

中粒砂岩水位が高い

Go13（H25J④）（互層部） Gi16（H25J⑦）（互層部）
▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ 採水日（Go13） ▽ 採水日（Gi16）

▽▽▽ ▽ ▽ ▽
SD水位低下、
陸側遮水壁閉合
⇒水位・水頭低下及び近接

中粒砂岩水位が高い
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【参考】互層部にトリチウムが検出された推定要因について

中粒砂岩層に残存していた放射性物質が
互層部に移行したと想定した場合、

1.どの時期に移行したか？
1-1：至近の降雨時期
1-2：陸側遮水壁設置前

2.どの場所で移行したか？
2-1：海側海水配管トレンチ立坑等

既往構造物
2-2：凍結管（凍結前）
2-3：山側（地層含む）
2-4：その他（不明構造物）

3.互層部内の放射性物質の移行について
3-1：凍結管未設置部からの移行
3-2：陸側遮水壁凍結前に移行した
3-3：互層部では移行していない

（ほぼ流動していない）

今後のサンプリング結果を踏まえて、上記の仮説に
ついては継続的に検討していく。

上記いずれにしても、2.5m盤海際では、現状互層部の
水頭は中粒砂岩の水位より高いことから、互層部の
地下水は地下水ドレンで汲み上げられると考えられるが
地下水ドレンの監視も合わせて継続していく。

移行速度早い

移行速度遅い

移行場所近い

移行場所遠い

移行速度早い

移行速度遅い
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概ね互層部＞中粒砂岩層水位であるが、豪雨時においては、中粒砂岩層の水位の方が互層部より高い。
特に、中粒砂岩層の水位の方が互層部より高いのが最も顕著なのはGi-23近傍 であるが、トリチウム濃
度はNDである。

ポンドＡ ポンドB ポンドC
海側遮水壁

陸側遮水壁

#1T/B #2T/B

Go14 Co14

Go-19
Go20

Co15
Go15

Gi20

Rw30

Rw33 Rw32

Rw29 Gi23
Gi19

Rw28

【凡例】
●観測井（上部透水層）
●リチャージ井（上部透水層）
●サブドレン（上部透水層）
●観測井（下部透水層）

①

① ②

②

③ ④ ⑤

③
④ ⑤

【参考】1.2号T/B海側周辺地下水位・水頭経時変化

ND(120)

4.9×103

ND(120)

2.1×105

330

ND(120)

1.2×104

1.5×105

ND(120)

採水無

※グラフ内表記は各井戸におけるトリチウム濃度

中粒砂岩層水位の方が高い
H-3は未検出

中粒砂岩層水位の方が低い
H-3は検出

豪雨時に中粒砂岩層水位が高い

降雨時に中粒砂岩層水位が高い
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ポンドD 海側遮水壁

陸側
遮水壁

#2T/B #3T/B

Rw25

Go13
Go18

Gi18
Gi22

Co13

Rw27

No.2-4

Gi17

Rw2
4

Co12

Rw2
6

２号機東側および３号機東側においても、基本的には中粒砂岩層の水位＜互層部の水頭で
あったが、豪雨時において中粒砂岩層の水位の方が高くなっている状態が確認される。

⑦

⑨
⑧

⑦⑥

⑥

⑧ ⑨

【参考】周辺地下水位・水頭経時変化（2号機、2-3号機間）

ND(120)

1.0×103

7.3×104

1.3×103

※井戸内凍結のため水位計撤去

凍結により観測停止

ND(120)

2.6×104

ND(120)

※グラフ内表記は各井戸におけるトリチウム濃度

中粒砂岩層水位の方が低い

ND(97)

降雨時に中粒砂岩層水位が高い降雨時に中粒砂岩層水位が高い

中粒砂岩層水位の方が低い
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【参考】周辺地下水位・水頭経時変化（3号機、4号機）
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ポンドD 海側遮水壁

#3T/B

Rw25

Go13 Go17

Gi17

Rw24

Co12 Co17

Ci5

Gi16
(H25J⑦)

⑩

⑫
⑪

⑫

⑩

⑪

３，４号機東側においても、基本的には中粒砂岩層の水位＜互層部の水頭であるが、豪
雨時に中粒砂岩層水位の方が高い状態が確認される。

GI16
(H25J⑦)

ND(100)

ポンドE

陸側遮水壁

中粒砂岩層水位の方が低い

降雨時に中粒砂岩層水位が高い 降雨時に中粒砂岩層水位が高い
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【参考】周辺地下水位・水頭経時変化（１号機北側、２号機山側）

#1T/B

208
207

Co3D Go3D

Gi3

Rw4 Rw5 Rw6

Gi4

Ci1

Gi2 Ci2
Gi5

Co4D
Go4D

Rw7

Rw8

Rw9
Gi6

Rw10
Go1

Co1

Rw3

Rw1

Rw2
Gi1

Co1

Go1

204

205

206

203

⑬

⑭

⑮

⑯

⑬
⑭

⑮

⑯

陸側遮水壁の外側（山側）では、互層部の水頭の方が、中粒砂岩層の水位と比較して高い。
排気筒周辺において、互層部は深部の補助工法後の水頭低下により低下し、中粒砂岩層の水
位は周辺SDのくみ上げ停止により上昇している。その結果、今年度、中粒砂岩層水位の方が
高い状態が確認される。

凍結により観測停止

中粒砂岩層水位の方が高い

深部補助工法

周辺SD抑制

中粒砂岩層水位の方が低い 中粒砂岩層水位の方が低い

中粒砂岩層水位の方が低い


